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Ⅰ．ゼロからわかる GIS（地理情報システム） 

GIS にご興味をお持ちの方やこれから GIS を利用してみたいという方に向けて、GIS とはどのような
ものなのか、また、GIS を利用するとどのようなことができるのか、GIS の概念からソフトウェア上
での GIS データの表現方法（可視化の方法）、空間的な分析方法、地図を共有したコミュニケーショ
ン方法などを動画でご紹介致します。 
 
参照先 URL：https://www.esrij.com/training/tutorial/#tab４ 
（※「基礎」タブを選択し、各種動画をご視聴下さい。） 

 

 
≪ムービーの内容一覧≫ 
（１） GIS とは？ 
（２）どんなことができるの？ ① 表現 
（３）どんなことができるの？ ② 分析 
（４）どんなことができるの？ ③ 共有 
  

統合型 GIS実践研修 
~GISの基礎知識~ 

 

https://www.esrij.com/training/tutorial/#tab4
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Ⅱ．ArcMap操作ムービー 
 GIS ソフトウェアは複数の種類ありますが、ArcGIS がデファクトスタンダードとなっており、多く

の自治体で導入されております。 
 統合型 GIS 実践研修の実地研修にて使用予定であった ArcGIS Desktop（ArcMap）について、初心者

向けに基本的な操作方法を動画でご紹介致します。 
 

参照先 URL：https://www.esrij.com/training/tutorial/#tab４ 
（※「ArcMap」タブを選択し、各種動画をご視聴下さい。） 

 

 
 
≪ムービーの内容一覧≫ 

１. 基本操作 
（１） ArcMap のインターフェイス 
（２） データの追加 
（３） [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーの管理 
（４） マップのナビゲーション 

https://www.esrij.com/training/tutorial/#tab4
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（５） 属性を知る 
（６） マップの保存 
 

２. データの表現（シンボル・ラベル） 
（１） 好きな色や記号でシンボル設定 
（２） 属性を利用したシンボル設定（等級色) 
（３） 属性を利用したシンボル設定（個別値） 
（４） 注記（ラベル）の設定 
 

３. データの選択・検索 
（１） 属性検索 
（２） 空間検索 
（３） 選択フィーチャのエクスポート 
 

４. 表データの活用 
（１） テーブル結合 
（２） 緯度経度を格納したテーブル → ポイント作成 
 

５. 画像データの活用 
（１） 画像に位置情報を与える（ジオリファレンス） 
（２） 複数の画像を統合（モザイク） 
 

６. 解析 
（１） 空間結合（ポリゴン・ポイント） 
（２） バッファー 
 

7. データの作成・編集 
（１） データの編集（デジタイズ） 
 

8. 印刷用地図の作成 
（１） 出力図（レイアウト）作成の基本 
（２）  マップのエクスポート 
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Ⅲ．現地調査アプリケーション 
 現在はデスクトップ型の GIS 以外に、クラウド GIS も多く利用されてきております。 
 クラウド GIS が配信するコンテンツや業務に特化したアプリケーション、ユーザー側で作成したマッ

プなど、いつでもどこからでも、必要な時にアクセスして利用することが可能です。 
 近年はクラウド GIS と現地調査アプリケーションを組み合わせ、災害時の現地調査や空き家調査など

を行っている自治体もあります。 
 業務を大幅に効率化できる用途に特化した様々なアプリケーションをご紹介致します。 
 

参照先 URL：https://www.esrij.com/products/arcgis/arcgis-capabilities/apps/ 
 

 

https://www.esrij.com/products/arcgis/arcgis-capabilities/apps/
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Ⅳ．活用事例 
 自治体の実際の業務における GIS の活用事例をご紹介致します。 
 （統合型・道路・農業・都市計画・固定資産・政策支援・上下水道・森林・情報公開） 
 
 参照先 URL：https://www.esrij.com/case-studies/ 
 
 行政での活用事例をご参照頂きたい場合は、「業種」の「行政」および各分野にチェックを入れ、「検

索」ボタンをクリック後、各事例を選択してご参照下さい。 
 

 
 
  

https://www.esrij.com/case-studies/
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Ⅴ．ArcGISプラットフォーム 
 ArcGIS は、GIS 製品群の総称であり、GIS 機能および地図サービスを提供するクラウドサービス・サ

ーバー製品・各種 GIS アプリケーションから構成されています。 
 ArcGIS は、地理空間情報を様々な業務に活用するためのプラットフォームとして、迅速な状況把握・

合理的な意思決定・業務の効率化を実現します。 
 
 参照 URL：https://www.esrij.com/products/arcgis/ 
 
 詳細につきましては、各種タブを切り替えてご参照下さい。 
 

 
 
  

https://www.esrij.com/products/arcgis/
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Ⅵ．GISを利用するためには 
 ArcGIS 製品のうち、デスクトップ型の GIS を利用する場合、ソフトウェアを購入し、利用端末にイ

ンストールする必要があります。 
 また、インターネット接続が可能な端末の場合、インターネット上で公開されている背景地図を利用

することも可能ですが、インターネット接続ができない端末の場合は、背景地図データも必要になり
ます。 

 なお、自治体全体で統合型 GIS の構築を行う際には、GIS 専用サーバーの導入やデータ共有用のサー
バーや NAS などを導入することをお奨めしております。 

 
 ArcGIS のメーカーである ESRI ジャパンでは、製品のご購入を検討されている方向けに、各種アプリ

ケーションやデータコンテンツなどのトライアル版をご提供しております。 
 
 参照先 URL：https://www.esrij.com/products/trials/ 
 

 
 
 

 

■お問合せ先 

株式会社ブレス 

〒950-0954 新潟市中央区美咲町 1 丁目 4 番 15 号 

TEL：025-282-2600 FAX：025-285-6699 

E-mail：gis_office@breath.co.jp 

https://www.esrij.com/products/trials/

